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研究成果の概要（和文）：　国内外に所蔵されている日本産哺乳類標本のうち，第二次世界大戦以前に収集されたもの
とそれらが採集，あるいは収蔵された経緯や関わった人物に関する文書書類について調査を行った．その結果，明治か
ら第二次世界大戦終結の1945年までの間を，3つの哺乳類学発展期として位置づけることができた．これらは①1890年
以前までの，主に来日した外国人研究者により収集されたもので，海外の博物館に送られたもの，②来日した外国人商
人が雇用した日本人が採集法や標本作成法を学んで収集し，欧米の博物館や国内の個人収集家により収蔵されたもの，
③日本人が独立して収集活動を行い，研究され国内外の博物館に収められているもの，となる．

研究成果の概要（英文）：This study subject paied attention on the context of the history of Japanese mamma
logy based on the specimens collected before the World War II in and around Japan with supplemented by the
 documents about these specimens and related persons. The results showed three developmental periods of Ja
panese mammalogy as follows: 1. before 1890 when Yatoi foreign peoples collected Japanese mammals and send
 them to abroad. 2, Japanese collectors employed by foreign merchants collected mammal specimens and sent 
to abroad. Japanese collectors were educated from their employer. 3. After 1920 when Japanese researchers 
independently collected or employed collectors and studyed themselves, and specimens were owned in Japanes
e and foreign museums. 
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１． 研究開始当初の背景 
 日本には109種の陸生哺乳類が生息してお
り，その半数が日本固有の種として位置づけ
られている．これは日本が南北および東西に
細長い国土を持ち，また急峻な山地を多数要
する地形であることに起因するといわれて
いる．これら日本の哺乳類相の研究は江戸期
のシーボルトの来日によって欧米に知られ
るところとなり，その後明治期に海外から来
日したお雇い教師の指導の下，日本人研究者
が育成されて，1920 年代になって独立した
研究が行われるようになったと考えられて
いる．この間に哺乳類標本は欧米へと輸出さ
れ，主に外国人の手によって研究がなされた． 
 遺伝学などの研究技術が未開発の明治か
ら昭和初期にかけて，哺乳類研究は主に分類
学に傾いたものであり，これを実現するため
には標本が必要である．ところが明治に入っ
た初頭に来日した外国人動物学教師は主に
海産生物や鳥類などの専門分野を持ち，その
ため哺乳類学について体系的に標本作成法
から研究手法に至るまでが教えられたとは
考えにくい． 
 一方で国内や海外の博物館や研究機関に
この時代の哺乳類標本がどれくらい現存し
得いるか，といったことについてはまとめら
れたものがなく，標本から上記哺乳類研究の
発展史を見るためにも，標本の保管状況を知
ることと，当時の書物・雑誌を精査した文献
調査が必要と考えられる．日本は明治以降関
東大震災や第二次世界大戦を経験し，国内所
蔵の標本の多くがこの時期に失われてしま
ったといわれる． 
  
２． 研究の目的 
 本研究は以上の背景のもとに，日本の哺乳
類学の黎明期における標本をめぐる人間活
動を明らかにすることを目的とした．この時
代，まだ日本では博物館は標本を作製し保管
する技術に未熟であったと考えられる．哺乳
類学が発展する時期に，どのような人物が関
わってきたのかを明らかにし，また国内およ
び欧米の研究機関に所蔵する哺乳類標本の
記録と対比することによって，国内の博物館
等研究機関における標本の保管のあり方の
変遷を追う． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，日本の哺乳類学の黎明期として
位置づけられる明治から昭和初期にかけて
収集された哺乳類標本の国内外の博物館や
研究機関での保管状況を，当時の文献資料と
関連付けて整理した．特に日本固有種といわ
れる種群を集中して調査した． 
対象とする海外の博物館は，英国自然史博
物館，合衆国自然史博物館，アメリカ自然史
博物館である．また国内の研究機関の標本も
調査した． 
標本に付帯するラベルや標本台帳の情報
から，採集者や寄贈者，購入元の情報を入手

し，その人物に関する調査も行った．人物調
査については，横浜開港資料館，新聞博物館，
国立公文書館，国立国会図書館において，当
時の資料を閲覧した． 
既存の文献のうち，特にこの時代に重要な
情報が発信されていた『動物学雑誌』の全巻
号から，哺乳類に関する文献を整理し，哺乳
類の研究史をまとめた．また上記人物調査に
おいても，文章中の登場人物に着目して整理
した． 
 
４．研究成果 
（１）成果の概略 
 調査した標本を採集された年代別に類別
したところ，明治維新から第二次世界大戦ま
での時代の標本を大きく3つの時期に分ける
ことができた．これらは①1890 年以前までの，
主に来日した外国人研究者により収集され
たもので，海外の博物館に送られたもの，②
来日した外国人により雇用された日本人採
集人が採集し，欧米の博物館や国内の個人収
集家により収蔵されたもの，③日本人が独立
して収集活動を行い，国内外の博物館に収め
られているもの，となる． 
（２）第一期―未熟な哺乳類標本時代 
 もっとも初期の時代となる 1970 年代，ピ
ェール・ルイ・ジューイが来日．ちょうどこ
の時代にお雇いとして来日していたヘンリ
ー・プライアやブラキストンと協力して標本
の収集に努めたことが河合（2012）にまとめ
られている．彼は主に信州を旅行し，その際
に得られた標本をアメリカ合衆国国立自然
史博物館へ寄贈した．このことはスミソニア
ン協会が発行した年報にも記載がある．アメ
リカ合衆国の博物館に日本産哺乳類がもた
らされたのはこれを皮切りとしており，同時
代には東京帝国大学の初代動物学教授 E. S, 
モースにより採集されたヒメヒミズのタイ
プ標本がある．これは江の島産であるとされ
るが，モースは本来海生無脊椎動物の研究者
であり，専門外の小哺乳類には正確な記録を
残していなかったようである．標本は合衆国
国立自然史博物館に所蔵されているのを確
認した．ジューイが優れているのはこの時代
にあって，標本の採集地・日時のデータをラ
ベルに残している点がある． 
 ジューイの調査を手伝ったとされるプラ
イアは 1871 年頃来日した英国人で，1876 年
に東京博物館の嘱託として自然物の収集調
査を行った人物である．英国自然史博物館に
は 7点の哺乳類標本が保管されており，これ
らはいずれも 1880 年代の登録番号がついて
いるが，正確な採集年月日は記録されていな
い．このうち特記するものとしてミズラモグ
ラのタイプ標本がある．ミズラモグラはプラ
イアが横浜周辺で採集した標本が英国に送
られ，1880 年に英国自然史博物館のギュンタ
ーにより記載された種である．このようにこ
の時代からイギリスには多くの標本が在日
外国人によって送られ，研究がすすめられて



いた．しかしプライアは本来昆虫学の人で，
本来の収集活動のかたわら，哺乳類や鳥類と
いった他の動物についても標本を収集して
いたと考えられる．またその標本を送られた
側のギュンターもまた爬虫類・両生類の専門
家であり，哺乳類の研究は片手間にやられて
いたようである． 
 以上のように，明治以降の哺乳類学におけ
る初期はお雇い外国人による標本収集及び
海外への流出と，海外での研究が行われた時
期として位置づけることができた．この時代
に活躍した人物は哺乳類の専門家ではなく，
他の分類群の専門家であった．標本に関する
詳しいデータがかけているものが多いのも
特徴としてあげられる． 
（３）第二期―外国商人の活躍 
 1890 年くらいになるとまた別の動きが見
えてくる．横浜や神戸といった外国人商人の
地で活躍していた商人が標本の収集と販売
に力を入れるようになってくる．この時代を
代表する一人が横浜の貿易商アラン・オース
トンである． 
哺乳類学におけるアラン・オーストンの貢
献についてはこれまでにほとんど注目され
ていなかった．今回の調査でオーストンが哺
乳類標本を英国に送った最初の記録は 18＋
＋年のものである．標本は英国自然史博物館
に保管されている 57 点である．オーストン
は名義上は貿易商であり，研究者というより
はナチュラリストであった．1871年から1872
年ころ英国から上海を経て来日し，1880 年に
は独立してオーストン商会（一時期オースト
ン・スノー商会）を立ち上げる．この時期に
は先に述べたジューイの日本調査を手伝っ
た記録があり，本研究で類別した第一期にお
いても多少の活躍はあったのではないかと
考えられる． 
オーストンの活動は 1890 年代に入ると活
発化してくる．このきっかけは英国の富豪ロ
スチャイルド家とのかかわりに発端してい
ると考えられる．英国自然史博物館にはオー
ストンがイギリスに送った標本について，当
時のやり取りを記録した手紙が保管されて
いる．これらを調査したところ，1890 年にロ
スチャイルド家のライオネル・ウォルターと
の交流が見て取れる．この時オーストンはウ
ォールター個人の博物館でキュレーターと
して雇用していたミナールに鳥類の標本を
送っている．これを機にたびたび標本を送っ
た記録が克明に記されている． 
オーストン自身が関心があった動物は鳥
類であった．彼は海外へ販売したり，国内の
博物館や研究機関に寄贈したりする標本を
集めるために，多数の日本人採集人を雇用し
ていた．1893 年になるとオーストンは東京帝
国大学の飯島魁教授と交流を始め，水産物な
どにも手を広げて，帝国大学動物学教室の研
究を助けた．さらに 1890 年代後半になると
採集人に哺乳類についても標本収集をさせ
て，海外の博物館に標本を販売している． 

哺乳類について確実に採集人が網羅的に
収集をしたと思われるのは 1899 年に南西諸
島に派遣された石田善作である．オーストン
の手紙を見る限りでは，この調査の目的はロ
スチャイルドから依頼された鳥類の収集で
あったようだ．しかし同じ調査旅行で得られ
た哺乳類に関しては，ハーバード大学比較動
物学博物館に送られ，Bangs によって研究さ
れ，カグラコウモリなどの記載が行われた．
石田善作はその後中国の海南島へ派遣され，
その地の自然物をオーストン経由で各地の
博物館に送っているが，渡航の際苗字を勝間
田と改名した．海南島で彼が捕獲した哺乳類
の標本は国内では森林総合研究所に現存し
ており，5 点がある．英国自然史博物館所蔵
のオーストン名義の標本にもかなりの数が
あることを確認している．彼は第二次世界大
戦前のシナ事変において海南島攻略の一助
となったことでのちに有名になり，当時の様
子を紹介する雑誌，新聞記事を数点発見する
ことができた． 
オーストンはその後英国自然史博物館の
採集員として来日したマルコム・アンダーソ
ンの仕事を手伝い，また当時優秀な採集人で
あった折居彪二郎を彼に紹介して，各地を案
内させた．アンダーソンはベドフォード侯爵
が主催したアジア探検の採集員として 1904
年から 1909年まで国内各地を採集した人で，
英国自然史博物館に所蔵される標本を調べ
たところ699点の哺乳類標本を持ち帰ってい
ることが明らかになった．これらの標本は当
時の哺乳類担当オールドフィールド・トーマ
スにより研究され，数多くの新種・新亜種が
記載されて，現在の日本の哺乳類分類の基礎
を作っている． 
オーストンの採集人としてほかに重要な
人物として，このアンダーソンを手伝った折
居と台湾で主に収集活動を行った菊池米太
郎が挙げられる．折居はアンダーソンの通訳
兼採集補助として朝鮮半島で調査を行った
後に，英国の鳥類学者イングラムの依頼を受
けたオーストンの指示で満州などへ派遣さ
れている．1910 年には中国雲南省からベトナ
ム北部にまでを調査し，やはり英国自然史博
物館に標本を収めている．それ以降は独立し
て採集を行っていたらしく，依頼に応じてサ
ハリンや南洋諸島にまで調査をした．鳥類の
分野では有名であるが，哺乳類に関しても精
力的に調査を行っており，国内に現存する標
本として国立科学博物館に 5点，森林総合研
究所には 15 点の標本が確認できた．山階鳥
類研究所の哺乳類コレクションは大部分が
折居のコレクションからなるものであるら
しい． 
菊池についてはこれまでにあまり調べら
れたことがないが，台湾総督府の職員として
長く在職するかたわら，島の奥地山岳地帯に
まで入り，多くの鳥獣を捕獲した人物である．
やはり鳥類分野で有名な採集人であるが，哺
乳類に関しては未整理である． 



折居がおそらく哺乳類の研究において重
要であることを示す事実として，彼の標本作
成の手法に注目した．彼以前の哺乳類標本は，
基本的に毛皮から頭骨を取り出さずに作成
されたもので，頭骨の後頭部は脳を取り出す
ために破壊されている．このような標本作成
の手技は鳥類に独特のもので，折居以前の標
本作成者が鳥類を専門とした技術者であっ
たことを物語っている．英国自然史博物館に
この時代に収蔵された標本の多くは，購入し
た頭骨入りの毛皮から，後日頭骨を取り出し
て標本化したものであると考えられ，後頭部
が破損しているものが多い． 哺乳類の研究
においては頭骨形態が重視されるため，毛皮
と頭骨を両取りする技術は不可欠である．こ
の技術を国内で紹介したのは，おそらく先に
述べたアンダーソンが来日した時であった
と考えられる．それを見た助手の折居から広
まったのではないだろうか．同様な標本作成
の技術は同じくアンダーソンを案内した金
井清にも見られる． 
もう一点彼らの重要性を示すものが標本
に付随するラベル情報である．彼らの標本ラ
ベルには個体のオリジナル番号，採集地，日
付，計測値といった情報がほぼ完全な状態で
残されている．いうまでもなく標本の個体情
報が研究上大切なもので，「個体データがな
いものは標本ではない」という人もいるほど
である．この時代以前の標本には個体情報を
書くものが多く，採集地などもあいまいに
「Japan」とのみあったり，あるいは暫定的
な学名のみにとどまるものが多い．標本の情
報を重要視した視点は，やはりオーストンの
手紙に見て取れる．  
オーストンと同時期に国内で哺乳類標本
の収集に尽力したのがリチャード・ゴードン
スミスである．彼についての記録は多数の書
籍がある．1901 年から神戸を拠点として小哺
乳類の採集を行った．彼は英国自然史博物館
の館長レイ・ランケスターから正式に採集人
として派遣されていたようなので，標本はす
べて英国自然史博物館に収蔵されたと思わ
れてきたが，今回の調査で少なくとも国立科
学博物館や森林総合研究所に少数が保管さ
れていることが明らかになった．ゴードンス
ミスはやはり各地で採集人を雇用して収集
を行ったようで，特に関西地方で広く活動し
た．送られた標本はやはりトーマスによる研
究がなされ，スミスネズミやコウベモグラの
記載が行われている． 
この時代を第二期として注目すべき点は，
大学などの専門家の「お雇い」として来日し
た外国人ではなく，他の目的で来日した一般
人の外国人ナチュラリストによって積極的
な標本収集活動が行われた点と，彼らがいず
れも日本人の助手によって助けられたとい
う点である．欧米人の技術はこうして日本人
へと受け継がれ，哺乳類の標本作成が独立し
て行われるようになってきたと考えられる．
また標本の個体データの扱いについても慎

重になされるようになり，それによって研究
も促進されてきたのであろう． 
（４）第三期―日本人による研究時代 
1920 年以降になって，ようやく自国の研究
者による哺乳類研究が盛んにおこなわれる
ようになってくる．これが第三期として位置
づけられる時代である．しかし主に研究を行
ったのは鳥類学を専門とする人物であった
ようだ．特にこの時代に哺乳類標本を収集し
た人物として，黒田長礼，山階芳麿，籾山徳
太郎といった人物に注目した．彼らの標本の
うち現存するものはそれぞれ国立科学博物
館，山階鳥類研究所，森林総合研究所に保管
されている． 
黒田のコレクションの多くは第二次世界
大戦により焼失したものが多いといわれて
いるが国立科学博物館で調査したところ，
498 点が現存していることが明らかとなった．
また英国自然史博物館，合衆国国立自然史博
物館などにも少数が保管されており，これら
は黒田が標本交換により輸出されたもので
あると考えられた．山階のコレクションは先
に述べた折居が依頼を受けて収集したもの
で，日本のみならず周辺地域のものまで含み，
国内有数のコレクションとなっている．籾山
コレクションはやはり震災や戦災により失
われたものが多いといわれるが，森林総合研
究所に少数ながら保管されている．これらの
標本が日本で遅咲きの哺乳類学を支えるこ
ととなっていく． 
もっともこれらの人物の内哺乳類研究を
実践したのは黒田だけである．同時代には岸
田久吉や徳田御稔といった戦後の哺乳類学
を形成していく人物が登場する．黒田と岸田
は発起人の二人として 1923 年の哺乳動物学
会発足に関与し，また岸田（1924）の『哺乳
動物図解』の出版によって，哺乳類の分類と
研究手法に関する初めての教科書が世に出
された．これにより日哺乳類学は日本人独自
に推進されるようになった． 
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